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６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
13
日
に
召
集
さ
れ
、
16
日

ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
し
た
芦
北
町
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
２
件
の
承
認
、

一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
及
び
㈲
芦
北
マ

リ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
の
経
営
状
況
２
件
の
報
告
、
平
成
29

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
、
特
別
会
計
補
正
予
算

２
件
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
各
１
件
、
副
町
長

の
選
任
、
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
、
農
業
委
員
会
の

委
員
の
任
命
に
対
す
る
同
意
３
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

13
日
に
は
、
２
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
わ
た

り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

(

議
案
の
内
容
と
結
果
は
、
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

６月定例議会

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
見
通
し

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

５
月
末
に
お
け
る
本
町
で
の
作
成
件
数

は
１
，
６
２
９
件
。
人
口
比
率
９
・
２
％
。
国

で
の
多
様
な
活
用
方
法
も
検
討
し
て
お
り
、

交
付
率
も
上
昇
す
る
と
考
え
て
い
る
。

木
造
住
宅
建
築
支
援
事
業
の
繰
越
を
減

ら
す
た
め
の
方
策
は
な
い
か
。

発
注
時
期
等
は
施
主
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
年
度
を
ま
た
ぐ
事

案
が
生
じ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
適
当
な
方

法
と
考
え
て
い
る
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

海
浜
公
園
の
工
事
内
容
は
何
か
。

国
交
付
金
の
増
額
内
示
に
伴
い
、
人
道

橋
１
橋
を
改
修
す
る
も
の
で
あ
る
。

物
産
館
備
品
購
入
の
用
途
は
何
か
。

空
き
店
舗
部
分
の
早
急
な
運
営
再
開
に

向
け
、
店
舗
改
修
と
併
せ
冷
蔵
ケ
ー
ス
等
の

備
品
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
な
質
疑

藤
ふ じ さ き

崎　正
ま さ し

司氏
(田浦町１)

平成21年から３期目

副
町
長
の
選
任
に
同
意

芦
北
町
税
務
課
長
　

川か

わ

お尾
　
敏

と

し

ひ

ろ浩
氏

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
同
意

固定資産評価員とは、 
　固定資産を適正に評価し、町長が行う評価額決定の補

助を行うもので、町長が議会の同意を受け、１人選任す

るものと定められています。

質質質質 答答答答
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会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一 般 会 計 ２億 ２８１万円 ９９億５,４８１万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 ５２９万円 ３６億７,４２９万円

後期高齢者医療事業 ７８１万円 ２億７,６４１万円

今回補正が行われなかった会計 − ２９億６,５５０万円

合 計 ２億１,５９１万円 １６８億７,１０１万円

平成29年度 補正予算を可決

2億1,591万円追加

○一般会計

芦北町PR動画制作委託料･･･････････････････････････････････････････････････150万円

ふるさと応援寄附金事業････････････････････････････････････････････････････100万円

芦北高校総合支援事業補助金････････････････････････････････････････････････141万円

コミュニティー助成事業補助金･･････････････････････････････････････････････250万円

JA直販施設拠点整備事業補助金････････････････････････････････････････････9,533万円

攻めの園芸生産対策事業補助金･･････････････････････････････････････････････403万円

中山間地域総合整備共同事業････････････････････････････････････････････････199万円

海浜総合公園施設長寿命化対策工事費･･････････････････････････････････････1,467万円

物産館改修工事費他････････････････････････････････････････････････････････601万円

道路新設改良工事費他････････････････････････････････････････････････････7,405万円

○国民健康保険事業特別会計

電算システム改修委託料他･･････････････････････････････････････････････････529万円

○後期高齢者医療事業特別会計

広域連合納付金他･･････････････････････････････････････････････････････････781万円

◆補正予算の主な事業

(金額は１万円未満を四捨五入)
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平成29年　第３回芦北町議会定例会

区　　分 議　　　　　　案 内　　　　　　容 審議結果

承認第１号

専決処分の承認を求めることについて

芦北町税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて
地方自治法第１７９条第１項の

規定により行った専決処分に対

し、同条第３項の規定により報

告を受け、承認を求めるもの。

承　認

承認第２号

専決処分の承認を求めることについて

芦北町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の制定について

承　認

報告第１号 一般会計の繰越明許費繰越計算書について
地方自治法施行令第146条第２

項の規定による報告
−

報告第２号
有限会社あしきたマリンサービスの経営状況の

報告について

地方自治法第２４３条の３第２

項の規定による報告
−

報告第３号 有限会社御立岬の経営状況の報告について 〃 −

議案第23号
平成２９年度芦北町一般会計補正予算

(第１号)
概要等は、P3に掲載 可　決

議案第24号
平成２９年度芦北町国民健康保険事業特別会計

補正予算(第１号)
〃 〃

議案第25号
平成２９年度芦北町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算(第１号)
〃 〃

議案第26号
芦北町個人情報保護条例の一部を改正する条例

の制定について

行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関す

る法律の一部改正に伴うもの

〃

議案第27号 業務委託契約の締結について

議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条

例第２条の規定によるもの

〃

同意第１号 副町長の選任につき同意を求めることについて
地方自治法第１６２条の規定に

より議会の同意を得るもの
同　意

同意第２号
固定資産評価員の選任につき同意を求めること

について

地方税法第４０４条第２項の規

定により議会の同意を得るもの
〃

同意第３号
農業委員会の委員の任命につき同意を求めるこ

とについて

農業委員会等に関する法律第８

条第１項の規定により議会の同

意を得るもの

〃
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　この度、農業委員会等に関する法律の一部改正に伴い、農業委員会事務の重点化をはじめ、

農業委員の定数、選出方法、農地利用最適化推進委員の新設等、農業委員会制度が大きく変更

されました。

　農業委員の選任方法につきましては、これまでの公職選挙法に基づく公選制から、地域の農

業者や農業団体等からの推薦・公募を行い、議会の同意を得て町長が任命する方法になりまし

たが、本町では、農業委員定数11名に対して11名の推薦・応募があり、全員が６月議会にお

いて同意され７月20日付けで町長から任命されました。

　なお、(　)内はお住まいの行政区で、担当区域については８月の総会で決定します。

井
い が わ

川　輝
て る ゆ き

征氏
(豊岡)

寺
て ら も と

本眞
ま り こ

理子氏
(田浦町２)

片
か た や ま

山　幸
ゆ き ひ ろ

弘氏
(田浦４)

塚
つ か も と

本　　壽
ひさし

氏
(八幡)

宮
み や も と

本　和
か ず い ち

市氏
(西告)

田
た ぐ ち

口　昭
あ き ひ ろ

広氏
(白岩)

谷
た に ぐ ち

口　孝
こ う い ち

一氏
(米田)

藤
ふ じ い

井　雅
ま さ ふ み

史氏
(平生)

尾
お の う え

上　春
は る き

樹氏
(大野)

草
く さ の

野　義
よ し お

雄氏
(大岩１)

坂
さ か ぐ ち

口　修
しゅういち

一氏
(海浦１)

６月定例議会にて農業委員11人の任命に同意



6

宮尾議員

耕作放棄地の解消と
活性化は！

一 般 質 問（抜粋）

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
で

も
、
近
年
耕
作
放
棄
地
が
至
る
所

で
見
受
け
ら
れ
る
。
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
も
有
効
に
活
用
す
べ

き
で
あ
る
。

　

本
町
で
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成

30
年
度
に
全
体
見
直
し
が
行
わ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

本
年
度
は
見
直
し
に
伴
う
準
備

作
業
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
ま
た
、

全
体
見
直
し
は
ど
の
よ
う
な
構
想

を
持
っ
て
行
う
の
か
。

町
　
長

　

本
町
の
さ
ら
な
る
農
業
振
興
を

図
る
た
め
、
優
良
農
用
地
の
確
保

と
有
効
活
用
、
い
わ
ゆ
る｢

守
る

分
野｣

と
新
た
な
芦
北
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
の
確
立
な
ど
、｢

攻
め
る

分
野｣

を
見
極
め
、
農
振
地
域
内

の
農
地
利
用
及
び
活
性
化
に
つ
い

て
熟
慮
し
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
県
や
農
業

委
員
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
さ
ら
に
連

携
を
強
化
し
て
い
く
。

農
林
水
産
課
長

　

農
業
振
興
地
域
全
体
見
直
し
の

準
備
作
業
と
し
て
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
と
の
突
合
や
土
地
利
用
状
況

な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
う
。

　

全
体
見
直
し
の
構
想
は
、
本
年

度
の
基
礎
調
査
の
資
料
を
基
に
概

ね
５
年
後
を
見
据
え
、
農
用
地
が

有
効
利
用
さ
れ
、
農
業
振
興
を
図

る
こ
と
を
基
本
に
し
た
い
。

農
業
振
興
地
域
全
体
の
見

直
し
は
、
農
用
地
区
域
へ
の
編
入

と
除
外
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ

が
、
そ
の
判
断
を
す
る
基
本
的
な

も
の
は
何
か
。

農
林
水
産
課
長

　

編
入
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
支
払
活

動
組
織
な
ど
に
参
加
し
維
持
を
希

望
し
て
い
る
農
地
、
除
外
は
農
地

の
集
団
性
が
低
い
農
用
地
や
今
後

の
維
持
整
備
が
見
込
め
な
い
条
件

不
利
地
が
考
え
ら
れ
る
。

地
権
者
の
声
は
見
直
し
要
件

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長

　

個
々
の
条
件
等
も
加
味
し
な
が

ら
農
振
協
議
会
で
総
合
的
に
考
え

策
定
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

た
の
う
ら
御
立
岬
公
園
駅
西

側
の
水
田
地
帯
、
字
八
幡
ノ
元
は

耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
、
役
場
の

支
所
も
あ
り
、
芦
北
町
の
北
の
玄

関
口
と
言
え
る
場
所
で
あ
る
。
行

政
と
し
て
何
か
改
善
策
は
な
い
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

農
地
面
積
3.2
㌶
の
内
の
62
％
、

約
2.0
㌶
が
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
。

農
業
委
員
会
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
が
、
積
極
的
に
地
権
者
と

か
か
わ
り
、
放
棄
地
と
な
っ
た
要

因
を
検
証
し
、
農
林
水
産
課
や
県

な
ど
と
連
携
し
て
、
今
後
の
活
用

法
の
方
向
性
を
協
議
し
た
い
。

八
幡
ノ
元
周
辺
は
、
町
の
複

数
の
施
設
や
教
育
・
福
祉
・
医
療

施
設
も
あ
り
、
夏
は
多
く
の
若
者

が
海
水
浴
の
た
め
駅
を
利
用
し
て

い
る
が
、
耕
作
放
棄
地
の
雑
木
の

中
に
は
、
不
審
者
が
居
た
こ
と
も

あ
り
、
秋
に
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
も

現
れ
る
。

　

治
安
・
環
境
保
全
な
ど
も
考
え
、

新
た
な
活
用
法
を
見
出
し
、
耕
作

放
棄
地
解
消
の
モ
デ
ル
地
区
と
な

る
よ
う
推
進
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

町
　
長

　

現
地
は
何
度
も
見
て
お
り
、

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

地
権
者
の
意
向
も
踏
ま
え
、
排

水
対
策
や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の

守
る
分
野
、
将
来
を
見
据
え
適
地

適
作
、
時
流
に
乗
っ
た
作
物
を
展

開
す
る
攻
め
る
分
野
の
大
き
な
理

念
を
持
ち
取
り
組
み
た
い
。

農
家
の
人
手
不
足
解
消
方
法

と
し
て
、
農
作
業
受
託
組
織
な
ど

は
有
効
で
あ
る
と
思
う
。
農
業
法

人
設
立
な
ど
に
関
わ
る
説
明
会
を

開
催
し
、
意
識
の
高
揚
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

農
林
水
産
課
長

　

認
定
農
業
者
会
議
や
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
の
会

議
で
、
農
業
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
や

設
立
の
手
順
を
説
明
し
て
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

田
浦
町
地
区
の
放
棄
地
活
用
を

農
家
の
人
手
を
確
保
せ
よ

質

質

質

質

質質

答

答答

答

答 答

答

八幡ノ元地区



7

坂本議員

一 般 質 問（抜粋）

プレミアム付商品券について

町
の
補
助
事
業
で
、
芦
北
町

商
工
会
が
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
補
助
金
が
あ
る
が
、
平
成
28

年
度
の
補
助
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
の
目
的
は
ど
の
程
度

達
成
さ
れ
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

　

プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
補
助
額
１
，

８
０
０
万
円
、
事
務
費
分
２
０
０

万
円
の
計
２
，
０
０
０
万
円
を
補
助

し
て
い
る
。
平
成
28
年
度
は
商
工
会

よ
り
完
売
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

昨
年
度
、
本
商
品
券
が
利
用

さ
れ
た
事
業
所
及
び
商
店
数
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
本
町

に
あ
る
事
業
所
及
び
商
店
数
に
対

す
る
割
合
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。商

工
観
光
課
長

　

１
６
２
の
事
業
所
及
び
商
店
で

利
用
さ
れ
た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
利
用
は
商
工
会
会
員
の
事
業

所
及
び
商
店
に
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
割
合
は
出
し
て
い
な
い
。

本
町
の
全
て
の
事
業
所
及
び

商
店
で
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
考
え
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　

商
品
券
発
行
事
業
は
芦
北
町
商

工
会
が
町
内
商
工
業
の
発
展
や
地

域
振
興
の
た
め
、
独
自
に
取
り
組

ん
で
い
る
主
要
な
事
業
で
あ
る
。

　

芦
北
町
と
し
て
答
え
る
立
場
に

な
い
。本

町
の
小
・
中
学
校
に
お

い
て
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
中

で
、
水
俣
病
に
関
す
る
教
育
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長

　

環
境
教
育
や
人
権
教
育
等
に
関

す
る
教
育
と
な
り
、
水
俣
病
や

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
命
の
大
切
さ
、
健
康
や
環
境

の
大
切
さ
を
考
え
、
思
い
や
り
の

あ
る
児
童
・
生
徒
を
育
む
よ
う
教

育
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
命

尊
重
、
環
境
保
全
、
人
権
感
覚
な

ど
、
項
目
・
視
点
ご
と
に
、
児

童
・
生
徒
の
成
長
に
沿
っ
た
内
容

の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
、
本
町
に
お
け
る
水

俣
病
認
定
患
者
数
は
何
人
か
、
ま

た
、
医
療
手
帳
保
持
者
及
び
水
俣

病
被
害
者
救
済
特
別
措
置
法
で
救

済
を
受
け
た
被
害
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
何
人
か
。

住
民
生
活
課
長

　

熊
本
県
が
公
表
し
て
い
な
い
の

で
、
本
町
と
し
て
は
把
握
し
て
い

な
い
。平

成
24
年
12
月
の
定
例
会

で
、
昭
和
44
年
12
月
以
降
生
ま
れ

の
被
害
を
訴
え
る
住
民
の
救
済

に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
際
、
町

は
、
あ
た
う
限
り
救
済
さ
れ
る
事

を
願
っ
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
救
済
に
対
し
ど

の
よ
う
な
事
を
し
て
き
た
か
。

町
　
長

　

毎
年
２
回
、
環
境
省
へ
出
向

き
、
保
健
部
長
を
中
心
に
、
意
見

交
換
、
要
望
の
場
を
設
け
て
い

る
。

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
都
道
府
県
化
が
行
わ
れ
る

と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
都
道
府

県
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
本
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長

　

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
な
っ
て
、
安
定
的
な
財
政

運
営
や
効
率
的
な
事
業
確
保
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
国
保
運
営
の
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、
制
度
の
安

定
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
本
町

と
し
て
は
、
県
の
検
討
部
会
に
参

加
し
、
県
と
町
が
一
体
と
な
り
、

制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
向
け

て
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

本
年
度
の
芦
北
町
国
民
健
康

保
険
の
税
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
都
道
府
県
化
さ
れ

た
場
合
、
標
準
保
険
料
率
は
、
ど

う
変
わ
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長

　

税
率
は
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
に
お
い
て
決
定
す
る
た
め
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

標
準
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
が
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
11
月
に
仮
算
定
結
果
が
示
さ

れ
る
予
定
の
た
め
、
こ
れ
を
目
安

に
決
定
す
る
。

現
在
、
被
保
険
者
は
、
国
民

健
康
保
険
税
を
賦
課
さ
れ
て
い
る

が
、
制
度
変
更
に
よ
り
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
よ
り
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

住
民
生
活
課
長

　

標
準
保
険
料
率
を
目
安
と
し
、

独
自
に
保
険
税
率
を
決
定
す
る
。

今
後
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

質質

質

質質

質質

質

質 答

答

答答答

答答

答答

被
害
地
域
と
し
て
の

水
俣
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に
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に
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て




